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Ｉ。序
社会科の授業を通して，児童に科学的な社会認識を
形成させるためには，社会諸科学から抽出した基本的
概念（以下「概念」と呼ぶ）を，体系的，系統的に修
得させる必要がある。この概念学習において重要なこ
とは，概念を，児童自身の認識の枠組みに組み込む形
で修得させなければならないということである。その
ためには，児童の認識の枠組みはどのようになってい
るのか，また，概念の形成はこれにどのように関わる
のかを明らかにしていかなければならない。
では，どうすれば主体の認識の枠組みに関わって概
念形成を考えていくことができるだろうか。 筆者は，
この問いの解答を認知心理学の研究成果に求めること
にした。最近の認知心理学は，認知過程への直接的な
探求を通して，人間の情報処理過程を具体的に解明し
ようと，日々研究が進められている。つまり，刺激と
反応を媒介する心的活動や心的過程に焦点を当てた研
究がなされているのである。こうした情報処理的アプ
ローチによる研究成果として，人間の知覚や記憶，さ
らに問題解決のついての具体的なモデルが提示されて
きている。（①）
このような研究成果，中でも，情報処理論の中核を
なす記憶とスキーマ理論に関する研究成果を概念形成
論に組み込むことによって，主体の認識の枠組みに関
わって概念形成を考えていくことができる。（②）
以上を踏まえて， これまでに，次のような研究を進
めてきた。
スキーマ理論の研究成果を踏まえて，より質の高い
概念形成をめざす『社会認識形成のモデル』を作成し，
これをもとに社会科授業モデルを構想してきた。（③
pp.92-102)
また，スキーマ理論を視点として，公刊されている
社会科授業実践例を分析することにより，概念形成に
関する問題点を指摘し， 課題を明 らかにして きた。
（④pp.19 ―23)
そこで，本稿においては， スキーマ理論を組み込ん
だ社会科授業の具体的実践を通して，概念形成に関す
る研究成果と社会科授業実践における今後の課題を明
らかにする。なお，本稿で取り上げる具体的実践 は，
５年生を対象に実践した，単元「新しい工業地域 一水
島工業地区にある製鉄所を中心にしてー」である。
Ⅱ。スキーマ理論を組み込んだ社会科授業
１．概念形成をめざす社会科の授業
スキーマ理論を踏まえて，概念形成をめざす社会認
識形成論についてまとめると，以下 のことが言える。
①　概念の形成，つまり上層知識が成長するためには，
多くの具体的な下層知識が修得されなければならな
い。 この下層知識は，次のような過程を踏まえるこ
とによって，修得がなされる。まず，知覚による判
断によって，社会事象についての豊富な情報を修得
する。次に，情報における因果関係を既有 の上層知
識を用いて推論する。そして，情報を仮言命題化す
ることによって，下層知識の修得がなされる。この
過程が繰り返されることによって，上層知識が成長
し，概念が形成されるのである。
②　社会認識体制は，情報，下層知識，上層知識の順
で層構造をなしている。望ましい社会認識体制とは，
豊富な情報によって下層知識の修得がなされ，下層
知識の修得によって，上層知識が獲得されている主
体の内面的な体制である。
従って，概念形成をめざす社会科の授業 は，次のこ
とが踏まえられていなければならない。
④　概念形成をめざす社会科の授業過程は，下層
知識修得の過程でなければならない。
⑤　下層知識修得の過程において，最も重要な過
程は，情報における因果関係を既有の上層知識
を用いて推論する過程である。従って，この過
程を授業の中に意図的に組み込まなければなら
ない。
２。社会科授業の構成
これまでの研究成果から，概念形成をめざす社会科
の授業過程は，下層知識修得の過程でなければならな
いということが明らかになった。そこで，下層知識修
得の過程を，次の５段階に分けて，整理した。
一15 －
①　導入段階　　②　学習問題把握段階
??
予想・仮説設定段階
まとめ・応用段階
④　 検証段階
この整理を踏まえて，『より質の高い概念の形成を
めざす社会科授業過程モデル』を作成した。
ここで作成したモデルが一つのサイクルとな って，
下層知識が修得される。そこで，基本的には社会科授
業過程モデルが各単元の授業過程とならなければなら
ない。さらに，このサイクルが繰り返されることによっ
て，上層知識が成長し，より質の高い概念が形成され
る。従って，一つのサイクルだけで単元を構成するの
ではなく，二つ以上 のサイクルを組み込んで単元を構
成するほうが，より望ましい授業過程と言える。
Ⅲ。 スキーマ理論を組み込んだ社会科授業 の実際
１．授業実践の基本
本実践は，社会科授業過程モデルに従うとと もに，
二つのサイクルを組 み込んだ授業過程を設計する。
ここで扱う概念は地理学におけ る基本概念である
匚立地」の下位概念「工業立地」である。 従って， 本
実践は，『より質の高い「工業立地」概念を形成させ
る」ことを目標とする。
そこで，本実践では，「工業立地」 の下位概念であ
る「交通」に焦点付け，さらに「交通」の下位概念で
ある「輸送」を中核に据えた教科内容を設計する。こ
のように下位概念を焦点化するのは，具体的な下層知
識を確実に修得させるためである。
「輸送」を中核に据え，本実践の上層知識を次のよ
うに設定する。
輸送条件が整っている所に，新しい製鉄所は立
地する。
上記の上層知識をもとに，単元「‾新しい工業地域一
水島工業地区にある製鉄所を中心にしてー」に関する
具体的な情報を組み込んで指導案を作成し実践する。
２．学習指導案
（1）単元名
新しい工業地域一水島工業地区のある製鉄所を中心
にしてー
（2）単元について
日本は世界有数の鉄鋼生産国であるが，この鉄鋼生
産に必要な原料は，ほとんど海外から輸入している。
大量の原料の輸入には，大型の船舶を使用する。特
に鉄鉱石や原料炭の輸入には，10万トン級以上の大型
船舶を使用し，一度に大量の原料を輸送することによっ
て，低コスト化を図っている。また，船舶は鉄鋼製品
の輸送にも使用する。･約30％の海外輸出はもちろんの
ー
こと，約70 ％の国内輸送もほとんど船舶輸送している。
このような現状から，現在日本にある21 の銑鋼一貫工
程による製鉄所は全て臨海部に立地している。そして，
日本の製鉄所は輸送条件が整うこと，特に港湾設備が
整うことが必須の立地要因となっている。
さらに，日本の製鉄所の分布の中で，高度経済成長
期に建設された新しい製鉄所は，いわゆる太平洋ベル
ト地帯に集中している。これは，新しい製鉄所の立地
条件の中に，「消費地立地」という要因が含まれれい
るからである。つまり，新しい製鉄所は，消費地に鉄
鋼製品が輸送しやすい所に立地しているのである。
（3） 単元の目標（下層知識）
①　水島製鉄所は，製鉄に必要な大量の原料を輸入し，
重量のある製品を国内外へ出荷する。原料の輸入に
は,10 万トン級以上の大型船舶を使用する。 そのた
め大型船舶の入港可能な水深( ―) 16m の港湾が必
要である。また，製品の国内外出荷も90％以上が船
舶輸送であるため，製品輸送岸壁も必要である。こ
のような港湾設備が得られたので水島に大規模な製
鉄所が立地したことを，水島製鉄所の鉄鋼生産や製
鉄所の現状に関する学習を通して理解することがで
きる。
②　 日本は，製鉄に必要な鉄鉱石や原料炭などの主原
料を，海外から輸入する。また，できた製品は国内
外へ出荷する。輸送には，重量のある原料や，製品
を大量に運べる船舶を利用するため，製鉄所は全て
海に面した所に立地している。また，関東から北九
州にかけての太平洋 ベルト地帯 は，自動車工場など
鉄鋼製品を使う工場が多い。新しい製鉄所は，重量
のある製品が輸送しやすいので鉄消費地 の多い太平
洋ベルト地帯に集中して立地している。これら日本
の製鉄所の立地条件を，白地図作業や資料の読み取
りを通して理解することができる。
（4） 単元の指導計画
第１次一水島工業地区にある製鉄所－（第１サイクル）
５時間
・鉄と私たちの生活一一一一一一一一一一－１時間
●鉄のできるまで一一一一一一一一－－一一１時間
・鉄を作る工場（製鉄所）一一一一一一－－１時間
・川崎製鉄水島製鉄所の立地条件一一一一一２時間
第２次 一日本の製鉄所－（第２サイクル）２時間
・日本の製鉄所の立地条件一一一一一一一一２時間
（5） 本時の目標
本時は，第１次（第１サイクル）で修得させた下層
知識①を既有の上層知識として，②の下層知識を修得
させることを目標とする。
（6） 本時の展開
16 －
に 建設さ れ てい る．
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－プ で 話し 合う．
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問 い ・ 働 きかり 予 恕 され る 児童の 反 応 学ｉ 内 容 及び留 恵点
・ 学 習 問 嘔を 祁紹し まし よう ．
・自F1時 まで の学77 内 容を 振
り返 ら せる．
な ぜ
， 凵 木のｌ
の だ ろう か
． ま 友
卜j剖IH こ多い の 式
跌閇 は 、全 て 海に 而し たりμこ建設 され てい る
、 なぜ 関東 から 北九 州 に かけ ての 大平 洋ペ ル
ろ うか ．
・11･参の 製鉄 所
が
、 全て 洵 に而
し た 所4こ建 般さ
れ てい る こと から 祠 べ て い こ
う.a;l の 時m 口こ
は'ど んな
Ｆ恕 を
びて まし た か
．
・ も う少し
μ･し
く 干恕 し て みよ
う ．
－口 木 は 、製 鉄
に 必 要な 原捫 を
ど の 程度 輸
入し
てい る でし ょ う
か．
・日 本が 輸 入に
蚓 っ てい る割 合
を 詞 ぺ て み まし ょ う．
一水 島 では 、裂
品 の 愉送 はど う
し て い ま し た
ヵヽ .
・ 他 の 製鉄
所 で
は ど うし てい る
でし ょ うか ．
・ 日 木 の叫 鉄 所
が 海に 而し てい
る わり を まと め
よ う．
・ 冂木 の製 跂所 が 全て 潸
に 而し てい るの は
．原 料
と火 品 の 愉送に 関 係があ
る．
・ 水鳥 の賀 鉄所 と 同じ よ
うに
、 原 料を 外国 から 輸
入し てい て大 きな 船を 哽
う から 海 に而し てい る
．
・日 木 は 裂鉄 に使 う原 料
が ほと んど 取 れない か ら
外 国か ら 輸 入する ので 湃
に 而し てい る ．
・
原科 を 愉 入し 七 、 製品
を 輸送 するの に船 が 便い
や すい よ うに 湃に 而し て
い る．
・ ほ と ん ど 輸 入 し て い
る ．
・ 鉄 虻石 も 石炭 も 全部 愉
入し てい る とい って いい
く らい ．
・ 石灰 石だけ は 国内 踐を
使 う の で、 輸入し て いな
い ．
・ すご く 輸 入し てい る．
・ 製 跂 に便 う鉄 鉱石 と原
料 炭 は完 全 に輸 入に 顆っ
てい る．
・ 佃 入し て いる 国は 、水
島 とI司じ よ うな 所 だ．
・ 船 を 哽っ てい る．
・ 自 動 叭 輸送が 少し あ っ
て 、あ とは 全 部舶 で輸 送
し てい る．
・ 戝道 は ぜん ぜん 使つ て
い ない ．
・ やっ ぱり 船を 使・ てい
る ．
・ 裂品 が 大きく て、爪 た
い の で船 を使 う．
・
ト ラ ッ クを 哽っ てい る
甬 もあ る だろ うけ ど ．船
よ り 少な い．
・ や っぱ りほ と んど船 を
使 っ てい る．
・11 時 に集 約し た 予恕内 容
を 思い出 さ せる ．
・ 第１ 時の「 水鳥ﾕl 業 蛯区め 製 鉄 所亅 の 学 習 を も と
に 、 既有の 上胛 知 識を 生か
し て 、もう 少し 昨し く 予想
さ せる ．
・ 干想 内容 を 蟄理 する とと
もに 、以 下の内 容 を陬 認 す
る ．
＊ 水 島裂 鉄所 は ，主 原料を
海
外 から 愉入し ている ． そ
のた め簡 送に は 大型 の船 舶
を 使
ｍ する． ま た、 製品 の
愉送 もほ とん ど船 舶 を使 川
する ため 、潸 に 而し たと こ
ろ
に 建設 され てい る ．
・ 揶３時 の学 習内 容
ｒ主 な
地下 資 源の生 産 と愉 入の 副合」 を思 い出 さ せる ．
・ 穴料を もと に 、日 木 全休
の 玖砿 石及び 、原
ｎ 炭 の 輸
入の 剛 合を調 ぺる ．
＊ 通商白 吽に よ れば 、日 本は 製 鉄 に 必 要 な 鉄 鉱 石 の
99.7 ％ 、原14 炭 の95 ％を 愉
人に 顆 つてい る
．主 な輸 入
先は 、 玖鉱 石オ ー スト ラ リ
ア、ブ ラジ ル、 イ ンド であ
り 、原11 炭は 、 オ ースト ラ
リ ア、 カナダ 、 アメ リカ 合
衆国 であ る．
・ 上記 から 次の 情 刊を 修冊
さ せる ．
＊ 爪糾 の愉 入に 頼る 剛 合か
ら み て、大型 船 舶 輸送が 必
嬰 であ る．
・ 第
５ 畤の字 習 内３ 「 水島
製 秩所 の製品 愉 送 方法 」を
思い 出 さゼる ．
・「 製 品が
大 きく 、 肛墮が
あ る。 」こ とを も とに 予想
さ せる ．
・ 資 籾を もとに 以 下の 情 報
を 降旧 さt! る ．
＊ 海 外へ の愉 送に は もらろ
ん船 舶を 使
ｍし ，国内 輸 送
の80 ％以 上も 船舶 であ る.
・ 各 自 、 ノ ー ト に まと め
る．
・ 余陣で 以下 の下 屑知 識 に
つい て 硫認 する．
日 本は 、 製鉄 に必 要な鉄 鉱 石や原 料炭 など
の主 庫 料を
、海 外か ら 輸 入する ． また 、で き
た 製品 は国
内外 へ出 屏する ． 輸送に は 、唄 訊
のあ る 原料 や
． 製品 を 大 黽に迅 ぺる 船 舶を利
川 する ため 、 製鉄所 は 企 て海 に而し た とこ ろ
－17 －
３． 授 業 の 実 際
〔1〕 本 時 ま で の学 習 か ら
第 １ 次 の 「 水 島 工 業 地 区 に あ る製 鉄 所 」 の学 習 を 終
え た 後， 第 ２次 （第 ２ サ イ クル 「日 本 の 製 鉄 所 」 ） で
は， 先 ず 始 め に， 「水 島 の 他 に 製 鉄 所 は ど こ に あ る だ
ろ う。 」 とい う 問 い に対 す る 予 想 を 立 て さ せ た。
僵　　　　
－　　　　　
舮一 秀 平 均 ５ か 所 の 所 在 地 （ 都 道 府 県 ） を 予 想 さ せ た
結 果 ，42 人 の学 級 に お い て 延 べ190 か 所 の予 想 が 出 た。
こ れ を ま と め る と以 下 の よ う に な る。 な お， 地 図 の 中
の数 字 は 予 想 人 数 を 表 し ， 黒 く 塗 って あ る 所 は， 学 級
の １割 以 上 の児 童 が 予 想 し た 所 で あ る。
夕
♂
?
??
?
?
?
ﾐｊ
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製鉄所所在地に対する予想の集約
また，予想が特に多かった 厂愛知県」 厂東京都」
匚千葉県」の主な理由は以下のようである。
｢愛知県｣
・　とても大きな港があり，輸入や輸出がしやす
いから。
・　トヨタ自動車などの工場がだくさんあり，工
業が発展している所だから。
｢東京都｣
・　鋏の使用料がとても多そうだから。
・　外国の大型船が出入りしていて，貿易がしや
すいから。
・　大都市で他の工場 も多く，注文も多そうだか
ら。
｢千葉県｣
・　海に面していて，しかも広い土地がたくさん
ある。
・　大きな港があって，大型の原料船や大型 の製
品を積んだ船が出入りしやすそうだから。
（2） 本時の授業から
紙面の都合上授業記録を全て掲載することはできな
いので，その一部を掲載する。
本時の学習問題を確認した後，「なぜ，日本の製鉄
所は，全て海に面した所に建設されているのか。」を
予想させた。・
T2 もう少し，詳しく予想してみましょう。
Ｃ,日本は，製鉄に使う鉄鉱石や石炭がほとんど採れ
ないので，外国から輸入している。原料を輸入する
ための港が必要になるので海に面した所にある。
C4 どこの製鉄所でもやっぱり水島と同じように原料
を輸入していると思うから，輸入した原料ですぐ鉄
が作れるように海に面した所にある。
Ｃ５Ｋ君だちと似ているけど，海から遠い所に製鉄所
があったら，輸入した原料をまた冬こまで運ぶのに
お金がかかってしまう。
C6 原料の輸入だけでなく，できた製品だってすごく
重たいから，船で運ぶことになるので海に面してい
たほうが都合がいい。
C7 水島だってそうだったけど，鉄を運ぶのはほとん
ど船を使うので，大きな港のある所でないと困る。
このような児童の意見をもとに，「日本の製鉄所が
全て海に面した所に建設されているのは，原料と製品
の輸送がしやすいからではないか。」という仮説に絞
り，資料を使って具体的に検証を進めた。
検証の後，二つめの問いを提示した。
T14製鉄所が全て海に面している訳はわかったけど，
じゃあなぜ，関東から北九州にかけての太平洋ベル
ト地帯に多いのだろう。
C22太平洋ベルト地帯は工業が盛んで，鉄を使う工場
も多いから，その近くにあると都合がいいからO
T15どうして都合がいいの。
G3 近くだったらすぐに運べるし，それにできた鉄は
すごく重たいから，遠くへ運ぶのはたいへん。
C24太平洋ベルト地帯は四大工業地帯などがあって，
工場が多く，鉄をよく使うので大きな工場のそばに
製鉄所があったほうがいいから。
C25前に行ったトヨタ自動車の工場も太平洋ベルト地
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帯にあったし，自動車工場では，すごく鉄をたくさ
ん使っているから。
T16自動車の工場と製鉄所のある所って，関係あるか
なあ。
C26そりゃあ，関係ある。だって，自動車を作るのに
鉄をいっぱい使うから。（以下略）
このような話し合いをもとに，「太平洋ベルト地帯
に製鉄所が多いのは，ここに鉄を使う工場がたくさん
あって，製品がすぐに運べるからではないか。」とい
う仮説に絞り，資料を使って具体的に検証を進めた。
（3） 本時の授業を終えて
本時の授業の後に，各自に「今日の学習を終えて」
をまとめさせた。ここではＴ男の記録を提示する。
厂 ‾゛･ ‾･ ‾･ ‾ “‾ ‾゛' ‾･ ‾' ‾‘‾･ ‾･ ‾1
｜　 太平洋ベルト地帯には，日本の大きい港が集まっ　｜
ｉ　ているので，製鉄所が多い。製鉄所と港はつながっ　ｉ
ている。それに製鉄所は，大きな工場ともつながっ
ている。鉄をよく使う工場が多い所に新しい製鉄
所は多い。
でも，北海道と岩手の製鉄所はち ょっと違う。
それは二つとも山が近くにあることだ。ぼくの考
えでは，近くの山に原料がたくさんうまっていた
のではないかと思う。でも最近は原料も少なくなっ
て小さい製鉄所になり，車の工場も近くに少ない
から生産量も少なくなってきていると思う。それ
IＶ. 実践の分析と考察
１．実践の分析
本実践を「（1）既有の上層知識による推論」「（2）下層
知識の修得」「（3）上層知識の成長」という視点から分
析する。
（1） 既有の上層知識による推論
先に提示した「製鉄所所在地に対 する予想の集約」
を見ると次のことが言える。
・　学級の１割以上 の児童が予想した所 は，全て海
に面した所である。（逆に海に面していない所 は
予想が極めて少ない。）
・　同じ海に面していても，太平洋側に集中してい
る。（さらに言えば，太平洋ベルト地帯に集中し
ている。）
また，予想が特に多かった地域の主な理由を見ると，
「港湾設備」と「輸送」とに関する内容が共 通して含
まれている。
このことから，「水島の他に製鉄所はどこにあるだ
ろう。」という問いに対する予想に，第１サイクルで
修得させた下層知識が生かされていることが読み取れ
る。つまり，「港湾設備が得られたので，水島に大規
模な製鉄所が立地した」という第１次で修得させた下
層知識が，第２サイクルの予想段階に生かされたので
ある。
従って，第１サイクルで修得させた下層知識が，第
２サイクルでは既有の上層知識として機能していると
言える。
。また，本時は，第１サイクルで修得させた下層知識
①を既有の上層知識として，②の下層知識を習得させ
ることを目的として実践した。先に提示した授業記録
には次のような発言がある。
C3 「原料を輸入するための港が必要 になるので海に
面した所にある。」
Ｃ，匚原料の輸入だけでなく，できた製品だってすこ
く重たいから，船で運ぶことになるので海に面して
いたほうが都合がいい。」
C7 厂水島だってそうだったけど，鉄を運ぶ のはほと
んど船を使うので， 大きな港 のある所でないと困
る。」
これらの発言は，第１サイクルで修得させた下層知
識が，第２サイクルの本時の授業において既有の上層
知識として機能していることを示している。なぜなら
ば，これらの発言は，日本にある製鉄所の立地の根拠
を港湾設備としているからである。
従って，本時の授業においては，情報における因果
関係を既有の上層知識を用いて推論する過程が踏まえ
られていると言える。つまり，下層知識修得の過程に
おいて，最も重要な過程が踏まえられていることにな
る。
（2） 下層知識の修得
概念形成をめざす社会科の授業は，下層知識修得の
過程でなければならない。下層知識は情報を仮言命題
化することによって修得できる。本時の授業において
「なぜ，（製鉄所は）関東から北九州にかけての太平
洋ベルト地帯に多いのだろう」という問いを与えた後
のC22 ～C23 には，次のような発言が見られる。
C C22とC23 は同一児童の発言のため整理する。）
太平洋ベルト地帯は工業が盛んで，鉄を使う工
場も多く，その近くにあるとすぐに運べるから都
合がいい。
この発言は，「製品が輸送しやすいので，製鉄所は
鉄消費地の多い太平洋ベルト地帯に多い」と言い換え
ることができる。つまりこの発言は，製鉄所は太平洋
ベルト地帯に多いという情報が仮言命題化された内容
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となっている。従って，この発言を踏まえて資料を使っ
て具体的に検証した後には，下層知識が修得されたも
のと判断することができる。
上記のことがら，本時の授業 は下層知識修得の過程
に成り得ていると言える。
（3） 上層知識 の成長
本時の授業の後 のＴ男の記録からは，二つの内容を
読み取ることができる。集約すると次 のようになる。
①　 厂製鉄所の市場立地」に関する内容
②　 厂製鉄所の原料立地」に関する内容
本単元の実践においては，①を具体的に扱うことに
よって，上層知識を成長させることを目標としてきた。
従って，①についてのまとめを記録することは当然 の
ことである。
しかし，②については本単元 の実践では全く触れて
いない。Ｔ男自らが 匚製鉄所の原料立地」に関する視
点を見出したのである。このことは，第１サイクル及
び第２サイクルによって下層知識が修得された結果，
上層知識が成長したことを意味している。 つまり，
「工業立地」概念が形成されたと言える。
さらに，Ｔ男は製鉄所の市場立地と原料立地との両
面をとらえたことによって，『より質の高い「工業立
地」概念』を形成したと言える。
２．考察
前述のような分析結果が得られたのは，実践に当たっ
て，次のことに留意してきたからである。
①　本実践は，下層知識修得の過程において最も重要
な 厂情報における因果関係を既有の上層知識を用い
て推論する過程」を意図的に組み込んだ。
②　本実践は，社会科授業過程モデルに従い， 匚下層
知識修得の過程」を踏まえ，概念形成をめざす授業
過程としてきた。
③　本実践は，上層知識が成長し，より質の高い概念
が形成されることをめざし，「二つのサイクル」を
組み込んだ単元を構成した。
上記の内容に留意したことによって，概念形成をめ
ざす社会科授業が実現できたと言える。
このような授業が実現できたのは，スキーマ理論に
関する研究成果を概念形成論に組み込み，主体の認識
の枠組みに関わって概念形成を考えてきたからである。
（⑤）つまり，概念を児童の認識の枠組みに組 み込む
形で修得させる社会科授業を展開してきたからである。
Ｖ．結
本稿により，スキーマ理論に関する研究成果を概念
形成論に組み込むことの有効性が実証された。つまり，
概念形成における認知心理学的アプローチの有効性が
実証されたことになる。
このことによって，佐伯胖氏の言う「子どもの理解
のスキーマについて，教科内容に即した，しかも実験
的にも理論的にも確実な，研究の方法論」に一石が投
じられたのではないかと考える。（⑥）
今後は本稿で実証された研究成果を踏まえて，各学
年 の教科内容に検討を加え，スパイラルな概念形成が
可能となるような授業構成を考えることによって，科
学的な社会認識を形成させる社会科授業の実現をめざ
していきたい。
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